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このたびは日立囚田ジヤーか巧おをお两い上げいただを、まことに友りが 
とうございます U 

ご巧用になる咖ここの巧扱が明!!をお巧みになり、正しくお巧いくださし、。 
お抗みになつたあとは、大切に巧巧し、が愛なとをにお巧みください C 
巧化■はかず r お*い上げ曰•巧巧巧を J などの肚入をご班投ください。 































哀をのためがずおす0< だをい 


么酱告 

このま示を巧編して巧った取 D 巧いをずる 
と、人び巧 t または巧巧を負ラ可能なび想 
定される巧容を示してレます。 

A ま意 

この巧示をお視して誤った取り巧いをずる 
と、人び巧を’ををラ可能なぴ想定さのる巧 
容および蒋)的巧密のみの発をが巧をされる 
內容を示していまず。 


給表示について 

この取扱説明«および K 品へのま示では、巧品を受 
全に正し<お使いいただを.あなたや化の乂クへの 
をちやな唐への巧否‘を未然に防止ずるためにし巧い 
ろな給を示をしてし)ます。 

その表示と巧時はちのよラになつています。 

巧客をよく罹巧してから本义をお玩み < ださい。 


A 警告 

改造はしない ^ 

修理な術ちがの人は、 リ^ 

絶巧に分おしたり、修理をしない 巧祖 
义巧•巧巧-けびの原因 
巧理はお巧い上げの巧売店または日立ま巧品 
のお客がご相橡巧□にご巧敎ください。 

プラグの巧や巧の取巧部分にほこりが A 

付巧している場さはよくなく 19 

义災の原因 Cx 

ダも 

の巧口*餅巧口やずき間にピンや針金 ^ 
などの金属巧等、異物を入れない 
巧巧や累巧動作によるけびの原因 

定宿15 Am 上のコンセントを単巧で A 
使用ずる . .If 

他の器貝と併用ずる ( iSAliLt ) 

と分巧コンセント部限1 _ノ 

の異な発なによる発 
义の原因 

フラグはコンセントの奧までしっかり A 
善し込む V 

お届-义がの巧因 

子供だけで使用させたり、巧巧の手の ^ 
届くところで使用しない 'ey 

巧巧-やけど-けびの原因 

めれた手でフラグの /®\ 

巧き差しはしない^ 

巧巧の原因 ' / が巧化 

コードやプラグび巧んでいたり、コン/ 〇 
セントの塞し込みびゆるいときは使用 じソ 
しない 

お巧-ショート-発义の原因 

コードをなつけたり、如王したり、無理に曲げた 
り、引っおったり、ねじったり、たばねたり、离温 
部に近づけたり、重いものをのせたり、はさみ 
込んだりしない ^ 

コードが破巧し、巧巧-义がの原因 v 2 y 

交流！ 00 VW かの巧獄ま使用しない ^ 

巧巧-义巧の原因 〇/ 

巧飯中はお姉こふたを開けない ( C \ 

やけどの瞬因 ^ 

水につけたり、水をかけたりしない 倫 

巧巧•ショートの巧因 

が喔 

巧気□に手をがれない 
やけどの巧れ 

巧に孔公)巧には汹れさせない 》»な^ 
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給表示の例 


この捉•号はま巧(危 f 黄 •!! 告をさむ） 
を巧す巧客びあることを営げるを 
のでず。図の中やあ巧に真が的な 
ま唐巧客びおかれています。 


0 


〇 


この拓号は祭止の巧為でおること 
を普げるをのです。図の中や巧傍 
に貝な的な祭止巧客びおかれてい 
ます。 


このな号は巧巧をを制しに0指示 
する巧容を普げるをのでず。図の 
中や近傍に具化のなお示の容び猫 
かれていまず。 


A ま意 

水のかかるところや、义巧の近くでは /〇\ 
使用しない じソ 

巧巧-漏巧の原因 

使用時 W 州ホ、フラグをコンセントか 5 巧く か 
緻が 5 化による巧巧•巧風こよる火災•やけど’ ^ 
けびの原因 ブ S ミを 

すををな場所やがにおいが物の上では ベ、 y 
使用しない W 

义災の原因 

む瞄用のぺー スメーカーを ご巧用の 
場合は、本お品の使用にちたっては、 

医師とよくご相致ください 
本が品の曲!作がベースメーカーにお巧を 
ちえることがあるため 

専用の巧びまがは使用しない ^ 

週な-装巧が作の原因 'Oy 

フラグを巧くときは、コードを持たず A 
に必ずブラグ部分を持って弓哈巧く W 
巧巧•ショート•発义の原因 

巧びまとつ手で本化を持ち運ぱない fr \ 
ふたを閉め、本体の八ンドルを持つ じソ 
けがややけどの原因 

コードを巻き取るときは、フラグを A 
持っておこなう M 

コードがあたってけびの原因 

使用中や使用直をは、内びまとつ手や ^ 

調圧キャッブなどの窝遇部に曲れない ^ 
やけどの原因、 な止 

巧に乳巧巧にはおれさせない 

お手入れは本化が;をめてか 5 巧う A 

裔ぉ部に煤れ、ゃけど CD をれ ， F 

本体を持ち巧ぶときは、フックボタン ^ 
にがれない 

ふたび閒いて、けびややけどの原因 

堅や家具の巧<で使わない /Oi 

また、キッチン用収巧が等を使用ずると じソ 
をは中に蒸巧がこも 5 ないようにずる 
巧すまたはおでおやま真をなめ、巧色-巧おの原因 


' お願い ' 

•吸巧□•がな口をふごぐような巧巧（おか51 0 cm 
む巧、じゅうたんやビニール巧、アルミ宿などの上） 

で巧用しないで<ださい。 

巧历の巧因になりまず。 

•ふきんやタオル寄、ふたを?！つたが巧で巧わない 
でください。 

巧を•変化•巧»の巧因にな0まず， 

•異物びついたまま使わないでください。 

巧坦ゃぅまく が M センヴ- 

ご r ごしぶ0 ，が,。け1 が 1 

•巧巧に弱いちの巧ぶづけないでください。 
キャッシュカード•自0改化用を巧巧•カセットテーフな 
どの妃值び;肖える巧れが最〇まず0 

になります。 ッ|呼か> m ^—1 

莎画廊が 

•テレビ•ラジオ•インターホン•コードレス巧巧の 
近 < で巧わないでください。 

巧邑や函面のちらつをの巧因となる巧れがあ0まず， 

•巧びまを直义にかけた0巧子レンジで如なしない 
で < ださい。 

巧びまとつ手が巧おした0、フッ巧浪曲がはがれる巧因 
にな0まず。 

• 巧巧中は八ンドル巧なてたり、 

本巧を持ち巧ばないでくだせい。 

巧巧び出てやけどの巧ほになります。 tt なゴ 

• 本が巧側にを巧巧のか巧（アル5をなど）が乂つ 
たまま使わないでください。 

空お•ぶ巧の巧因にな0まず， j 


お使いになる前に 
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さ部のなまえ 


ふた加熱板 

はずして洗えまず 
はずしかた与>14 ぺース 


ふたパッキン 


ふたを巧めるとさはや巧部を巧ず 

終 


調圧キャップ ■ 

はずして满えます 



巧活(保沼おお)ポタン 

な j * するとき • または巧巧中に 
rgw 化 II r おさえめ巧 iBj 巧 S 巧し呆で< 
み 11 ぺージ 


拍在時な••で巧時が •» し巧《 

をセットしまず。 05 - 12 - 1 3 ぺージ 


かを分けポタン 

白米•居は巧{の巧をかに 
及びクりーニング«巧を 
»巧し$夕 ■. 

な8 •が<_ジ 


メニューボタン 

封•巧の曲* メニュー 
を a 巧しま r . 

が 0 ぺージ 


予巧ボタン(予約ランプ》 
吟 12 . 13 ベージ 


巧巧(巧如が)ポタン 

(巧 tt ランフ） 




巧度ポタンに roj 、切ボタンに r = j の凸注をつけて 
目の不自巧な方々に巧して Eg してあ0まず， 
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現巧時刻のをねせかた 

時がは、室温により1ケ巧に巧120巧巧度ずれることがあ0まず。ずれているとをは、しソ下の手报で現在時刻に 
合わせて < ださい。 


例）現な、午を8:30巧で表示びそを7:27のとを《午前と午をを間道えないようにしてください。 

f 


( u ブラグぞ差し込む (D ( 時 I または I 分)を時刻表示 


び点巧ずるまで巧ず。 
(約 0.5 れ’間） 


【的 I および I 巧）で時刻を 
さわせる。（ボタン操作を、5巧 
で点滋が点りに巧わると、完了） 


イ 1 


心 ••が巧 

1 

^ -が 


6お 

みづ〇 


♦か巧中、巧溫中、予巧中は 
時刻をわせびでをません。 


参ボタンを巧し病けると、早を 
0にな0まず， 


メ □ディーとブザーの切0替えかた 


♦巧旗閒始とかさ上び0を 
メロデイーでお巧5せし 
ます。 

参;夕の方法でメ □デイーの 
巧峯とほ音及びブヴーを 
切り替えられます。 



早ちりしない時刻含ねせの 操作 巧に目の不自宙の?にむぃた篇能でず。 


時が-予巧の時刻合わせは、下のを巧で早を0しない巧作方法に切〇留えることびでさまず。 


早を0しない»作方まへの切り曲えかた 


>內がまをセットレた巧想で行ってください。 


ブラグを善し込む 


2) 保温進がボタンを巧ず 

=>ピッと旧って巧混になる 


苗 


切ボタンを巧ず 

づほい音でビッと巧って巧忍び切れる 


巧き分けポタンを5秒問押し続ける 

づブザーび短 < 目回惦る 


•巧巧の巧作に房ずとさを、同じ方法でず。 

(このときをのブヴーは1回だけ巧りまず。） 

♦ r 早を0しない供作方ミ去 J に切0なえると、 

る巧投定がムソ下のの巧がおに巧りまず， 

巧を分け:白米（ふつう）、健巧メニュ ー: かき込み 
モ巧1:午前6:00、予巧2:午を6:00、巧し:30分 


早をりしない»作方をでの巧巧時刻の合わせかた 


医 


夏 


ブラグを差し込む 


「時」または r 分」ボタンを5秒間巧し 
続ける 

づビッと诏つて r 時刻さねせ J のな定になる 


「時 J および r 分 J ポタンで時刻をさ 

わせる（ボタンを巧し爲けても早送りしまだん） 


巧 


げき分けボタンを巧し、時刻合わせを 
お了ずる 

づピッとほって時刻合わせび完了 


参時刻さわせ中に、巧這进巧ポタンを 0.5 巧巧 
巧ずと、ブザーびビビッと明って、午を0:00 
(正す）になります。 

♦モ巧時刻•港し時巧を巧えるときにも、ボタン 
ぞ巧し抚けても早をりしません。（そは、 
12-1 3ぺージの巧作方まと同じでず。） 


お®いになる前に-ごはんを巧く前に 
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おいし < 貪ベるひと <1 を 3 


お米は正しくはかる 


♦おホは.おず白が*巧洗米の》 
巧に巧つたけ《のれ■カツフで 
はかつて < ださい。 

•れ■ホびつは、巧!■のれ■カツ 
フの■と«なる巧合びお D . 使 
いかたによつては供まがでるこ 
とび巧 D まず* 


おいしく巧くには 
手早く十分に研ぐ S 


•おホは最巧の水をいち巧く 
吸胆しまず。ヌカのにおい 
びつかないよ5に最巧の水 
は手早く巧てましよラ。 
•研いだ後は、水びをれいに 
なるまで十分满いましよ 
ラ。 


巧き上びつた6ほぐず 


参ほのほラからごはんをつぶさないよ 
ラに、乂をく巧 D おこずよ5にほぐ 
しまず。 

ホかな水分び逃げ、ふっくろおいし 
<な0まず。 

参巧を上がった後、そのまま巧ちずる 
場合でを化ずほぐして < ださい。 


おいし<保温 


•ご I ; 




はんの■びかな<な 
つてをたら、なるベ< 
巧がまの中巧に巧るよ 
5にして < ださい。 
(於なやべちゃご巧を 
巧ざまず。） 


— 

白ホで12時閒巧巧え 
る巧巧や、白米 lit か 
のごはんは、ラップ 
に包んでみ巧面に巧 
巧し、巧子レンジで 
巧め西ずとおいし< 
巧ぺられまず， 


おいし < 巧5ずるために巧の巧1湿はやめましよラ 


参に時曲化上の巧狐装 a 、 24時脚 iLh のおさえめおん 
参ちめたごはんの沿め面しやごはんのつざたし。 

参しゃをじを入れたままの照荘> 

•白が IU か（かき込み、おこわ、玄ホ.発巧な米、おか 
ゆ、維ななど》の保留。 

•お米をよく研びないでかいたごはんの保再。 


おホの知識 



3巧づを米 5巧づき米 7巧づきホ 


•巧づきホとは、上図のぶラに，扣米ずるとを 
にお》巧を巧したお米のことでず。 

参3巧づを、5巧づを、7分づをとる r 夕づ巧が J 
の水な[目®で、61巧メニューの I をがでが:い 
てくだごい。 


水抑巧と炊を分け 


参おホの»巧やお巧みにをわせて水沉»をして< ださい。 

♦お巧みによっては rw (ずし) J の水ぬ目なよ0さらにかな 
め、 r か！の水の目巧よりさろにをめに水加巧してくださし、。 


お米の!•巧 

水如減 

饮き巧け 

が ザ 

巧が（厢ミ先が）曲の水ぬ巨 QB 

白ホ 

WK 米 

白米（贿夕•米）ふつうのホの0« 

度 H ホ 

白ザ （ W 洗米）れの水巧の曲 

es 來 

ち 米 

ft 巧» 

入米〉 

無巧米 

白ホ（扉巧が）の水な目« 

麻なが 


M ホ ぶ T '> ica - 


巧を上びつたごはんのを分な水巧をとり、をばしさとぶはををみ出ずためでず。おこげび巧になる方は.洗ホのとを 
十分にお米を洗い.米ヌカをよく3としてからかいてくだごい。また白米巧のごはんや巧巧ホを巧くとおこげびで 
さやず<な0まず. 


発さ玄米とは 


♦発巧ち米とは.玄ホを水につけてわずかに発なさなたをので、ビタ S ン.ミネラル.巧巧《地び白米よりみくさま 
れてい巧ず。 

•なま玄ホを巧く巧合は、発穿玄ホ1に巧して、白米2の助合で巧ぜ合わだ、（■白米（巧巧米）ふっラ J の水の目® 
<硏：発巧を米1カッフ•白が2カッブの時は、3カジブの水の目®に合わだる。）で水如«し、巧巧メニューの r 巧 
巧玄ザ J を巧んで巧いてくだごい。また巧拜ち米の a 巧によってはふをこぼれた D 、 かを上び D がかためになった 
0、やわらかめになる w さが巧りまずので、お巧みによ0水加巧巧してくだない。 
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巧巧の準備 


E ■ * 肺:は18ぺ-ジを参照 
硏） [ IS で3カッフのお米を巧くとき 


1 付属の計量カップでお米をはかる x^om X 阿 

相おお a - 


巧娩米用か■カッブでお米を 
はかる 


2 お米を研ぐ 




必ず水满いをしてなからかさ 
沼だ、おホと水をなじまなる。 
にごる巧合は、ずずぐ。 



① たつぶりの水でヴ 
ツとかをおだ、水 
を巧早 < 指てる。 


側ろ 1 A 


②(■研ぐ一洗い流ず J 
巧くり返し、水びき 
打いになるまてうホう。 


• 十分に洗い巧してください。 
(おこげび化巧に0、ヌ々«くなる 
巧ほ） 

• 巧なて器などを巧わないでくだごい， 
(フッ巧技篇びはびれる巧因） 

• 巧巧ホに上か5水を入れただけだ 
とお米び水になじまず上手くかけ 
ないことがあ0まず， 

• 巧娩米のにご0びないと魚げにり. 
ふをこぼれた0、を煮えになるこ 
とがあ0まず。 


ご 

は 

ん 

を 

巧 

< 

前 

に 
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メニューに合った水位目盛で 
水加減をする 




巧洗米は巧をによって水谢巧 
が巧な D まず。水の巧を目を 
にお巧みで水如巧して < ださし、。 





り. 0 L タイフの場合) 


• おザは水平にならしてください， 
(かさむ6の巧因） 

• 水ザなところで水ぶ巧してくださし、 
• お巧は巧わないで < ださい。 

(ベちゃつきの巧困} 

• アルカリ«の巧い水で巧巧ずると. 
ごはんが巧空した0,ベちゃごい 
た0する場合び巧0まず。 

•水位目® r かみつう •》 けし ） J 
は目安でず*お巧みによ D 、 水畑 
巧してください。 


4 巧がまを、本がにセットする 


ぶ巧がまとつ手の位面を巧実に 
合わせて < ださい。 





•巧がまのまわり、ほの水な•巧巧 
巧ふさ助つてください。 


5 鑑證プ2^1! 


• ふた加な巧-曲圧キャッフがついているか近かめてください。 
•ふたは（■カチツ J と巧がずるまで、ゆつく0と班実に巧ゆて 
<ださし、 


ずぐにか < 巧を 
8ベージち巧 


粧巧メニューを巧く巧合 

10ページが照 


予灼して巧く巧合 

にページお巧 


法してから巧く巧る 
13ぺージた照 
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ごはんの巧を ft * た 


白米/無洗米 



巧西!客ちとかをあがるまでの時間の目安 


み巧圧100 V . 荘 S 20 で•水巧巧で.水知巧はふつうの水ぬ lij {の巧合をな巧時問は、巧圧.宝巧.水泪-水放« . おおの S 巧な 
どによ0空ね0まず， 


巧を分け 

msi 

客 ■ 

かさあがるまでの 
時巧の目を 

LOL タィプ 

1ぶしタイブ 

白米 
巧洗米 


0.5〜 5.5 カツフ 

1.0〜10.0カッフ 

35〜70分 

白米 

mm ： 

快な 

1.0 〜 5.5 カツフ 

2.0 〜10.0カッフ 
(巧满ホはス〇カップまで） 

27〜50分 

白米 
無洗米 

おこげ 

1 .0 〜已方カツブ 

2.0 〜10.0カッフ 

40〜70巧 

白米 
無な米 

か巧力 

1.0 〜 5.5 カツブ 

2.0 〜6.0カップ 

40〜70分 




• r おこげ J は进巧の白ザよ D うつず6となげゆをつ 
け,巧ほをだずつースでず。 

>庞げめび少しかたくなりまず。 




• r 巧巧 J 巧巧とは > るいでかくときのためのメニューでず*巧巧の巧巧 
にはべ、細 M 两間やむ5し時問をかし适くしてありまずので，こはんび 
少しかためになった0> なほびかしおちることがありまず， 

巧にお»ざでない巧をは. r 白米 J メニコーでの巧巧をおずずめしまず。 


• r 巧满ホ J とは、巧わず（研がず）になけるおホのことで，佑 a に«ホした w さにホ巧の巧困になる抽かいヌカを化 D がいて 
あ0ます， r おみホ」の»ミを•巧巧の社巧によつてなさ上が0にさがでる«さびあ0巧ずので、水如*やおホの■はお巧みで W 
技して < ださい。 

♦地巧によって r 麻巧ザ J び入手しにくい«さを友0まず， 

♦巧属のな洗米用れ■カツフを巧い、「白米 J (巧巧ホ）の水な[目巧で水泌巧してくだごい* 




♦« 大電力を巧60 OW におさえて巧巧します， 

♦化の巧な»品とが用しで®用ずると宙に巧巧します，（されの« 
力は.巧ぶコンたントのぞ巧を巧えなし作うにしてくだない •） 
♦か宙込みなどの«ゃ«化巧が入る!*をは. r ル jt 力 J コース を巧 
むないで < だなレ- 


♦巧巧のか:巧より時問び R くかびり*すぴ巧历こかびる電巧巧 （《 
力 ■) はほぼ巧じです， 

♦历乂か饭震は1 .0 L タイフは 5.5 々ッフ • 1.日 L タイフは6カツフ》 
でにして < ださい， 
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快速/おこげ/か巧力 


1 巧を分けの設定内容を 
巧認ずる ^ 

88巧のなき分けがおがでをまず， 


白米 

白米•巧巧 
白米-おこげ 
白米-か巧力 


お減 

巧洗米-快速 
無ホザ-おこげ 
巧洗米-か巧力 


■フラグを善し么むと、現 

面通 巧 

な巧巧されているかを 

iri.riri 

分けのなをを巧示しまず。 

心•••，し 1 


■鑛, 




<«> [ MJ び*巧を〇ている W を 


/を巧して、巧をが 
けを巧巧してくだをい。 
肿ごとに切り敵りまず。 


.挺鄭 • 


进 す R 

おこげ iri * rir 4 

I が心心し, 


♦庶巧がおがしている巧を分けです。 

♦なま巧けは一度のちすると、;夕回もその投をを K 巧して L ほず， 
眉菊ぉよび 面深羽 の[快法]は1己化しません。 

次回は恒米 I または 面話ホ I に巧0巧ず， 



メロディ（ブヴ ー） び巧って、炊巧び 
はじま0まず 


さ—卷 


なぶ I 


岡 


しに t 


<巧!>巧時問40巧の《を 
♦亥巧挪こなき上び0までのな時间（目を）を.ががぬで表示しまず • 


回お巧示び巧3秒で巧時阳 
巧示に巧行る。 


巧を上びりまでの巧時助？!示 

•及示ずるな巧巧は目巧であり、巧き巧け•水 iH などのを件 
によ0、芙民 I にか巧びなわるまでの時巧と肤まが生じるな 
合が衣 D ます.また、巧示ずる巧時抽はち曰同じ時抽には 
な0まだん。 

-本かび涅かい！•合などは、巧時西ち示び出ない場をがあ0 
まず。（現な時刻の巧示にな0ます。）な皮ランフがな打し 
ていれば巧飯やでず， 

- Ji 巧多めにないてし巧と、たまに少なめにかいた0、快巧な巧 
をずると巧時四巧示びをやで辛めに巧0«わることが巧0 
まずび巧»ではお0まだん。 
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巧き上びりメロディ（ブザー）び 
识つた5 

ずぐに、ごはんをほぐす 




参巧時問の巧遺はしないで < ださい。 

におしがを色の原因にな0まず。 

巧巧が温のとを . 12時巧まで 

おさえめ巧涅のとを…24時巧まで 
•保巧中は、ふたの巧妍•ふたバッキン•巧びま 
につゆびつをまずが，ごはんの巧なを防ぐた 
めでぶ»ではお0ません。 


■保溫ランフび点灯し、自化的になお 
»1巧あ]のな志の切 D なえは 
11ぺージをを巧してくだをい。 


•巧示がにほ忍経過蜗阳巧0 h 〜 
24 h まで1時阳単ぬでを示し 
まず。 （25 两岡な上になると 
巧な時刻の巧示にな0まず。） 


囲 


化 


• ほぐさないと余分な巧巧をのつてベタついたり面まること 
がちりまず。 

•かを上がったごはんの中巧巧が、ややくぼんだ 0. 巧びま 
に触れてしぶ巧巧びやわろかくなることび巧り巧ず*これ 
は OH 知なの巧 R で，巧びま白巧び巧なし、ごはんをつつ 
み込んでかさ上げるためです， 


ごはんがなくなった 5 む @ を押し、プラグを巧く。 W^{Q：00 


ごはんの巧をかた 


(フラグ巧巧いた巧近) 
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ごはんの巧をかた I 油出 


巧を込み/ちホ/玄米びゆ/巧を2米/が巧/おかゆ 


な m 

メニュー 

表示 

使用ずる 
水位目盛 

巧巧容里 

巧を上び0 
までの時 田 
の目ち 

巧理集 
を巧ページ 

1.0 しタイプ 

1ぶしタイフ 

がさ込み 
(おこ行）ま 1) 
(S ごはん）を 2) 


in*nn Ijj? 

_ 心 .uu P* 

かを込み 
(おこが 
{巧づをホ） 

1.0 〜 4.0 カツフ 

2.0 〜ス〇カツフ 

が卜的巧 

20^-ジ 

ち 

(かづさお）ま 3) 

1 

のぷ〇 

1 tUHJU ^ 

をホ 
(巧づさ米> 

1.0 〜 4.0 カツフ 

2.0 〜 7.0 カツフ 

80~り0巧 

19ページ 

をホびゆ 

1 

您耐談 

ち米がゆ 

0.5 〜 1.0 カツフ 

0.5 〜 1.5 カツフ 

100〜1洗巧 

19ページ 

発すち米 

ま 4) 

! 

••ひ逝松 

白米(巧洗米） 
ふつラ 

1.0 〜 4.0 カツフ 

2.0 〜ス〇カツフ 

40〜65分 

— 

が か 

J 

施岛龄 

wmmoi 

— 

ごはん 600g まで 
注 5) 

ごはん 900g まで 
ま5》 

4〜巧巧 
ま 6) 

1か<-ジ 

おかゆ 

J 

•n ぶ n * 巡 

9 LHJU I ** 

おかゆ 

0.5 〜 1.5 カツフ 
を 7) 

1.0 〜 2.5 カツフ 
ま 7) 

放- 8W 

19ページ 


ま 1) おこねは> r おこ n > j の水な目巧で水細«し、巧を込みを a ん 
でかいて < ださレ。 

を 2) 受ごはんは> r 巧づき米 J の水ぬ目西で水如«し巧きを 
巧んで巧いて < ださい。 

ま 3) 巧づきホは、 r 巧づさホ J の水の目巧で水油巧し、ちホをおん 
でかいて < だない， 

ま 4) 発巧をホは巧巧ちが1に巧して白米2の巧合で巧用して < だ 
さい。またな巧を米の«规こよってはかを上び0びかために 
なったり、やわらかめになる場合があ0まずので，お»みによ 
D 水加巧をしてください。 


1 

だ^を巧して、 

健康メニューを遷がずる 

参巧ずとかき化み一玄ホー玄米がゆ一発穿ちホーがか一お 
かゆの«に ~ マークび巧化し、おかゆの次は巧き込 
みに反りまず。巧飯するメニュー巧逛巧してください C 
ホな回から、メニューポタンを巧ずと前回お巧いのな巧メ 
ニューか 6 ま示されまず。 

2 獲) を巧す 郑 

メ □デイ（ブザー）び晚つて、かほびはじまりまず 

♦かを上が 0 までの巧時問は表示しまだん C 

〇 メ□デイヴザ-)び喊り、 

〇 「保ミ畳ランスび点り[したら、でき上びり。 

•でき上びつたら、なるべくお孕めにお召しおがりください。 

が:; 1 A •« なメニュ-の巧沿はしなし、でくだない。（巧 
をや，においの巧因》 


ごはんがなくなった5む@を押し、プラグを抜く。 


'ぶ - 

•保活中のごはんや.ちやごはんでか0まず， 

•义の巧りに<いなを入れるときは、おらかじめ义を 
巧しておいてくださし、。 

♦レトルトバックのリゾットのあたためにを巧巧です。 


な 5) ごはんの重ごの目お:巧わん1巧で約20 Og 
ま 6) ちやごはんかろの W 合 > 巧4分程巧 S くなります • また.入れ 
る冉によってもをか巧ね0ます， 

ま 7) 5分びゆを巧く g さ.おホの■を約半分にしてください， 


巧温に 3 いて 


おさえめ保温 


* ごはんの温度を周期のに下げて、を燥を巧 
ざまず。 

このため、ごはんの巧度が巧く巧じるとさびあ D まずび巧巧で 
は友 D まだん。 


保混やに ( li ) を}甲ず 



•おさえめ巧涅中は巧めの沿巧で巧进しまず。こはんの沼度が 
化く巧じる時は.お巧みにのじて巧班おしてください。 

夕 W 巧沿中：巧6分.おごえめな进中：約10分） 

• I ぉさぇめ保 が巧ぶ巧すると，次回もその投ををだ巧していま 
ず。 

♦おさえめ巧る中は、つゆがふたの巧用、ふにバッキン、巧び 
まにつをますび，ごはんの吃》を巧ぐためで巧 W では巧0ま 
だん。 


•もラー度!をがずと， a 巧のが8にち0ます。 

♦巧示巧にな沿お巧時脚を Oh ~24 h まで1時脚巧のでお示し 
まず. 

<25時脚 IU 上になると资巧時巧の巧示にな D まず • 》 

•おさまめ巧沿の巧さは> 24巧旧までにしてください. 

(においやを色の巧因にな0まず。> 

• 巧涅中、においが筋こなる«さは.お手入れり5ぺージ）をして 
くだごい。 


保温中のごはんの再加熱 


* 保温中のごはんをさ5に温めたいとき 


1 ごはんをほぐして、 
■ 平 S にずる 


•が;;!!》 

•こはんの■は（■白米 J の水の目巧の3な下を目ちにしてくだ 
ごい。（加がムラの原因） 


2 保湿ホに 


を巧ず 




♦巧巧ランフが点巧し、巧如なを巧いまず， 

♦巧な田をなど本巧び》いとさ、まには本巧びをにいとまは、 
ブヴーび« D 巧如なでさません。 

♦适中で止めると e は{(切^を巧してください。 

保豆に巧ずとさは、さらにを巧して<ださい， 

掘を TO 

• 巧なをく 0返して巧な!おしないでください。 

(巧なやおこばの巧因》 

• ちめたごはんの巧めなおしはしないでください。 


ごはんの巧をかた 


メ □ディー（ブザー）が鳴って、炊飯ランプが消えた5再加熱終了でず。 
(標準保温や:約6分、おさえめ保温中:約10分） 
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モ約巧巧のしかた 


食べたい時刻にかを上げるとを（ホ約巧 ffi ) 



3 


予のでさない巧间（すぐにな巧を始める） 

なを巧けィニユー 

飾メ 

ニユー 


V ■ -1 _ 

現勒 

巧かろ 

メニ：!一 

現を時刻から 

クーコ•— 

1が口 

lajo 

1が。 

1か。 

白お i 

——か1巧) 

議！ 

57巧 

m 

70ザ 
on 

を ホ 

リ〇巧 

り说 

64巧 

75巧 

斯 

白米 1 

_ 1*5 3 

47巧 

如 

朗巧 

art 

で米びゆ 

120» 

W 

125分 

C1 巧 

-! 巧ち 

削 

48が 

53巧 

曰米： 

: 範げ 

目3分 

72が 

OSH 

巧叙米 

60巧 

68分 

66巧 
W 

75巧 


un 

白朱 
-- 小か] 

58が 

CI 巧 

67分 

おかゆ 

75分 

85巧 

61巧 
m 

70^ 

m 


巧!） I チめ 1] にかさ上が0時刻を午前ス30に予巧ずる巧さ 


を说か巧き込みはモ巧巧巧しないでください， 
をホのは12時阳 U 巧を目まにしてください. 


現な時刻び合つていることを確認して 
か 5 

を}申して 
巧約 II を選ぶ 


♦現 g 時巧は.午抑と午巧を巧巧してくだをい。 

I) を巧ず®に 


•酱 

医^一序ち司一をし時曲 

がこか OD まず。 

が防£(8‘9' 


モ巧1辛巧 

b'LlLI 


のま示に； 

参かを巧け投定(8‘9ぺージ)または韻メニュー投を。 0^— ジ） 
を巧巧してください。 


2 を}甲して 

巧き上がり B き刻を 
合わせる 


>|| 時 I は 1 時脚巧位で. 

I 巧)は 10 巧が化で巧みまず， 


チ巧1そ岳 

••巧 G 


•巧し巧けると.早を D にな D ます， 

♦-度 t ットした予巧時刻は.巧巧するまで gS 巧しています. 
•午巧と午後を脚巧えないぶラにま S して < ださい。 



♦ブヴーび田 0. 予のランフび 
な灯。一予の巧了， 

♦予約の® D ミ肖しは ( f ^} を巧 
してください。 

参[；予均 2] にセツトするとさを、 

巧じ空巧で巧いまず。 

• 斥巧り I 予钓到 によく使う時刻を紀巧ごせるとのがでず ♦ 

♦巧四からはで Iチの，I か Iそ約呂I を泣び^ ぶ ])を巧ず 
だけでセットでさます， 


ホモの巧巧の S をのを上び 
るまで予約した明巧を巧 
示します 
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お米を浸してか 6 巧< とを（漫しか旗） 




♦貝や巧な巧の入るをのは巧しか度をしないでくだ 
さい。（幻;巧してうまく巧けないため） 


例）60巧港してから巧ぐ巧合 


♦巧しやの沼巧を利御し、お米に水を巧分吸わだてお 
いしくかさ上げまず。巧ず時巧の目安は a 巧30巧 
程度，をな60巧お度をおすすめしまず。予巧な巧 
との組合せはでをません。 


1 縛)を}甲して、 
^浸し時間表巧 
にする 


•感 


をが7巧に 



r 白— が 

味し巧闲1 

30 


の巧示にかわ0 
ま巧けなを (£ 


00まず。 

g (8 • 9^—ジ)またはな巧メニ:!一おちり〇ぺージ) 
を巧巧してください。 

参法し時柏は巧固セットした两阳を拉度していまず* 


之蜡 を}甲して、 

浸し時間ををわせる 


♦巧ず毎にけ下の扇で、10巧巧 
ぬで時柏がかね0まず。 


KE 


と,。 


30巧 一40分- 50分一60巧一10巧一 20分 


の«に巧テ、がかね0ます。 


3 獲) 


を巧ず 



♦ブヴーが巧 D . 予約ランフが 
な化一予巧完了. 

♦巧饭を關おずると、巧®ラン 
ブびな灯します. 


囲 


£G 


* しやは巧を始めまでの巧 
桥凹を巧がなで S 巧 


I ごはんの巧さかた 
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圆ぉ 手乂れ 


♦お手入れずるときは、必ずプラグを巧き、本体びをめてから巧ってください。 

♦ベンジンやシンナー、みがさが、たわし巧は巧わないでください。（表面を巧つける原因） 


しやをじ•しやをじ受け•計 g カップ 


本が • ふた 


さ器用洗剤を巧い、スポンジなどのやわ5かいもので巧ラ。 J I 固くしぼったふきんでふく。 




ふた加熱が 


吸気 □• が気 □ 


の巧口.巧お口 
のごみ巧况除汾 
で吸い取る。 


巧脚は、スポンジなどのやわらかいをので洗う。巧巧は、洗つ 
て水気をふを取0、かあか等が付巧した巧合は中性满剤を使い、 
ナイ□ンたわしで洗ラ。 

湯:!化 

•巧形するとおいしく巧けなくなることがあ0まず、取0化いはていねい 
にお顆いしまず ♦ 

•フッ JR 巧度をいためないために，巧のこと巧お巧0ください。 

村 K のしやをじを巧う0スフーンや巧わんなどを入れてなわない 
巧は巧わない 巧巧は.みびを巧やたわしで統わない 

•フッ巧彼撕さ.こ巧用により游なしまずので、大切にお巧いくださし、。 

便巧中、色む5がでをることがありますが、性能や、化を上の 
支田はあ0ません。 


ふたからはずして、を器用統巧を使いスポ 
ンジなどのやわ6かいをので洗い、水をふ 
き取る。 


つけちれて巧くことを巧ぐため、ふた加觀 
板を付けないとふたが巧まりません。 


4江:!化^ 

• ふた細货巧は巧解しないでください。 

• を器巧《おやる器巧い巧は巧わないでください。 


♦つまみ巧（両畑）の 
下巧にあるポタンを 
押しなび5手前へ 
はずす. 

•ふたパッキンは、 
はずせません。 


の ふたバッキンが手前 
巧にくるように取0 
がける。 

ぶフックをふたの切巧 
さに含し込み、 

@つまみ巧（兩况）を 
r バチン J と音びず 
るまで巧し这む， 

t み g のでつげクた方げ 
j にな 


■はずしかた 


温度センサー 


こび0つさがでさたら、がかい紙ヤス 
リ （600 番程度）に水をつけてこずり 
落とし、固く巧ったふをんでふを取る。 

ノ 
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巧を込みごはん-巧かや保沼のをのにおいび巧になるとをには、 m 下の万法でお手入れしてください。 

X ) 巧びまに水を入れる 

♦水の a は.1 .0 L タイフでは r 白米(無統ホ) J の水の目巧1まで， 

1ぶしタイプでは r 白が(爲巧米) J の水位目巧2まで。 

お水むか(巧剤など）はを巧に入れないでください。 

ぶ なミ)を押して 

白米 I ㈱ S を選がずる 


一 細を巧す 


d) 約 20 分程度経った 5 @ 

を巧ず ^ 

♦巧 了 阻をは、內びまやふた加が瓶びな < なっていまずので、 

本が がを めてからお巧を巧て、水巧をふき取ってくださし、。 

参におし、によっ口ま、ミきにちちなし、ものもありまず， 


巧 

い 

か 

た 


15 











































こんなとをは 


修理サービスを依頼される前こ、巧の点をお調べください。 


\お調べいただくこと 

がホ 

1塞 

水 

加 

1 

巧 

ち 

無十 
洗分 
ホに 
をを 
ずホ 
ずし 
びな 
なか 

巧い巧 
11 
m 

ふ若 

つキ內 
いンが 
てにま 
レ、ごの 
るは城 
ん. 
巧& 
なた 
どバ 
ぴッ 

ピ累 

おま 
S ふ 

eg 

寒攫 
ミ S 

閱 

巧 

% 

ろ 

〇 

を 

れ 

を巧 
まを 
ち巧 

蔓け 

たが 

m 

メ 

I 

筆 

富 

た 

i 

た 

巧 

を 

が 

お 

ご 

に 

た延 
客長 
夏コ 
お1 

愛ド 

に巧 

かご 

つは 

たん 

ぶ 

ぐ 

1 

該果'吏 

ill 

wt 

っ述 
切中 

巧 

i 

た0 

お 

だ 

ま 

め 

保 

涵 

る 

ん 

し1 
る 

こ/! 

W なとを \ 

% 

:参照べージ 

7 

7 

14 

14 

14 

15 

8.10 

- 

- 

- 

8-9 

11 

- 

11 

が 

ごち 

はび 

んつ 

びた 

かたすざる 

参 


♦ 

• 



# 

• 

• 

# 

参 




しんぴ巧る（をなえになる） 

• 

• 

• 

参 



• 

♦ 

• 

♦ 



♦ 


やわるかす定る 

♦ 


# 












におラ 


参 



参 










ひど<こげる 


• 

鲁 







# 





ふさこぼれる 













• 


巧な□はかか5巧巧がをれる 




• 











寡蒙 

におラ 


• 



• 




参 


♦ 

• 

参 


贼ずる 

参 

♦ 

• 

♦ 


♦ 





参 

参 



かたくなる 

♦ 



• 


• 





参 

• 

参 


巧溫涅巧がほい 














参 

を里につゆびつく 









#1 


参 


♦ 

• 

ポタン操作でをない 

♦ 巧涅ランフぴ点灯していませんか？一 ® を郡してください， 

使用中に育びずる 

♦ r ブーン J と音びずるのは、巧部のがをかへおびずためにフアンが回っているかろです， 
•巧扱、浸し、照 S 時は、「カチッ」まには「ジ ー 」と茵がずることがをりまずが、 

日团加热の宮で巧第ではおりません。 

♦が扱中は、牌夕的に巧気の出る音びしまずび、装巧では巧りまだん。 

予約時刻に巧けない 

♦招を時刻がさっているか、予巧時巧の宁巧•すをがさっているか巧巧して<ださい，一5’12ベージを照 

巧想脚おずると C ：} のま巧びまわる 

♦か扱巧時閒ぞ巧示ずるまでの間、巧示がまわりまず。 

巧独な時巧巧示び、一巧にが分 
進んだり、止まつたりして、時 
巧どおりにかけない 

♦おいしく巧き上げるために、途中で巧畴岡びおわることびありまず。 

巧!飯が時間表示が出ない 

♦ 本巧が沼かし、ときんな時脚表示び出ないことびありまず C 麵メニューはな巧脚がでません。 

巧飯ずるとを、においがずる 

•おボめを、运巧にな:想ずるとをはにおいびずるな合びお0まず。ご使用ととるになくなり 
まずび気になるおさは15ぺージをを紹してくださし、。 

ふたげ閒ま〇にくし、 

ふたが閒ま5ない 

•巧がまの絞-ふたバッキンにごはんおなどがついていませんか？ 

♦ ふた加 M は正しく取り巧けられていまずか？一 14ページ终照 

ベ--または城}ま示になる 

• « S 巧巧のとをはこの)ぞ巧ずと-:--になります。 

現な時刻ををねだなおしてください。 -5 ページ參照 
♦ フラグを巧いてんりるちに-:-，または惦巧巧になる巧合は、本饼こ内忘してしぶリチウム 
巧地のおなでず。プラグを巧し込むと、巧旗•な沼はでをまずび、現な時巧)を合わせないと 
予約がでをません。早めにおホめになった巧売店に巧巧资換をごを巧<ださい。 

表示部に C しこ^を 
巧巧した 

♦ 延ちコードの使用、たこ足配級などで巧源巧圧び裝巧にほくなったとをなどに巧巧 
します。 ® を巧し、別のコンセントをお澳いください。 

表示部に《 !〜销を表巧した 

• @を巧しても表示び時刻を示に戻らないとも及びお々〜城表示になる 
とをは、お巧し化げになった販売風こご相巧ください。 

フラグををし込むときカチッと话 
びした0、スバークずる。 

♦ イン/て一夕一回おに巧巧するためで巧防ではおりません。 


■な上の点をおおべいただき、その上でご不宿な点がおりましたら、お巧い上げになったお茄吉などにご巧敎ください。 
■巧がまがをお-フッ眾汲腰びはびれた巧合は、お巧い上げになった版巧店などで新しくお巧い巧めください。 
[~^1.0しタイフ(ウチガマ:肪4510.00り6.930巧（が S ら600讯 W - SL タイフ(ウテガマ: RZ . CS 1 8.001 )7.770 円（從ロィ OOW 巧004のちのを| 


使用中、停巧に 
なつたとを 


巧飯や 

再適巧を、巧扱を殺けまず。 


保是中 

再通巧を、な沼を巧けまず。 

にはんの沼風〔よつては、保遵ぞやめまず，） 


予約（浸し）中 
禹逆巧を、予巧（没し） 
を巧けまず。 
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巧 


料理集 



•だし汁（スープ）巧入れたら、よく 
ごはんをほぐして < ださい。 

•巧はごはんと混ぜずに、ごはんの上 
にのだてくださし、 

• おなはせずに、お巧めにお百し上び 
0 くださし、 

時脚びたごとノリがにな0巧ず。 


•かと视巧巧を食わせて水放巧し、よ 
くかをおぜて<ださい。な敎ずると 
うまくげけないことびお0まず。 
{汁なのをい貝を使弓とをは、ホな 
を巧0、その汁と视お料を合わせて 
くだをし、） 

• 巧はホの上に広げてのせ、おせない 
でくだない。（巿巧のがを込みの巧 
で、かを汲ぜるが示ぴあってをおぜ 
ないでください。） 

• 予お)が巧-保おはしないでくだだ 
い。においやを巧の原因にな0巧ず。 

• 巧の远はおホのの迈の30-50%が 
適当でず。<おホ1カッフ巧にごを 
巧な) ffll ま45~75居） 

•水をのいやずい巧は、おらかじめ义 
を迪しておをホず。 


•巧遇はだずに、お早めにお百し上び 
0 くださし、 

時閒ぴたつとノリがにな0まず。 




<雜饮> 

♦たまごなか . 18ベージ 

♦トマトとツナのリゾット恩巧か . 18ベージ 

<おかゆ> 

♦巧發びゆ . 19べージ 

<玄米がゆ> 

•玄米あずきがゆ . 19ぺージ 


< をごはん-玄米 > 

♦まとろごはん . 20ぺージ 

♦ひじき入りをホごはん . 19ぺージ 

〈巧を込み > 

♦野なビラフ . 20 ベージ 

<おこね•ずしめし> 

参お飯 . 20ベージ 

•ずしめし . 21 ぺージ 

参ち目ちらし . 21 ページ 


•この料理巧で使用しているカップは 

おホ . 1カップ 0.18 L (お)1合） 

無洗がは爲統ホ用カッフ……1カッフ0.17し(巧1る） 
その他の巧巧……1カップ0.2 L 
♦この料31おで使用しているお位は 
1 kcal (キロカ□リー）= 4ぶ kJ (キ□ジュール） 

ImL にリリットル）= Icc (シーシー） 


•このな涅化に使用しているスフーンは 


— ■ —^ 

小さじ巧 mL ) 

大さじ 05 mL ) 

抗•ミ国 

5 g 

15 g 

しよラゆ•みりん 

68 

18 g 

塩 

6 e 

18 巨 

砂お 

36 

9 g 


料 

巧 

集 


17 














































































巧巧メニユ- 


十* 

■ぶ ri 

^ でを上びり目ま:巧6分 


>1 乂分巧 130 kcal 


I 


巧料 （4 入分） 

なお中のごはんまたは巧やごはん . 300 g 

だし汁（水+巧宋だし1袋）…… 400~450 mL 
とさ玉子 . 1個 

作0かた 

1なお中の巧合围 D ボタンを巧して巧沼を切り， 
巧0ごはんびひたひたになるよ0をかしをめに 
なる程巧のだし汁を入れ、ごはんをほぐしてお 
をまず， 

々促巧メニユーの睡壁]を迅び M ポタンを巧 
しまず。 

贫でを上びつた6、とき玉子をまんべんな<かけ、 
おくかきあぜ、おに盛ります， 


ブ 

卜 

と 

ソ 

ナ 

の 

ソ 

ゾ 

ソ 


雑 


か 


でき上びり目安:巧に巧 
♦1 人巧巧 300 kcal _ 


巧輯 （4 人分） 

巧忍中のごはんまたはみやごはん . 300 g 

トマトの水な（を控） . か1ち (200 g ) 

ツナ（压お•ノンオイル）……か1お（1658) 

[玉ねぎ（みじん切 0). ル!^巧 

a | マッシュルーム（スライス）……6~8旧 

I バター . 扣 g 

スーフ（固おスープ1旧をとく）…5邮 mL 程な 

涅•こしよラ . か々 

パセリ（みじん切 D ). か々 

作りかた 

①トマトの水煮は、汁を別の容器に巧り、トマト 
を 1 cm 巧に切ってミ十と合わせておをます。ツナ 
は汁巧を切ってほぐしておきます 
を保留中の場合晒ポタンを巧してなおを切り、 
巧りごはんに①で用るしたトマトの水巧とスー 
ブを入れてち、こしよラをし、巧く混ぜまず。 

涕 A とツナをのせ.ががメニ:!一の巧巧のを巧び 
巧巧?]ポタンを巧しまず。 

みでき上びつたら、おに盛0、バセリを散らし 
まず。 
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ひ 

じ 

ぎ 

A 

を 

米 

ザぐ 

は 

ん 



健康メニュ- 


玄 


米 


でを上が0目巧:巧90巧 
♦1 人分巧が Okcal 


巧料 （4 人巧） 

E ホ . 

r ミを巧げ . 

A をどしたひじを . 

[にんじん（だん切り） 

[巧 . 

し巧 . 

白い0ごま . 


•…カツフ3 

. 2巧 

. 80 g 

. 60 g 

•…大さじ2 
‘大さじ1^4 
•…かさじ1 
. か々 


作りかた 

1) 巧巧げはな巧で巧なさしてから、たんざくに 
切ります。 

③玄米は巧く满い、ごみなどをおりおいてか5 
B を入れて捏くかを混だ、 

「玄米」の水化目な3より 
ややかなめに水ぶがしまず， 

③ A をのせ、巧巧メニュ ー 
の度を]を巧び、關ポタ 
ンを巧します， 

'弟が;を上びつた5、ほぐし 
て器に盛0、白い0ごまを振0まず。 



ま 

襄 いか ゅ I 


でを上が D 目安:巧70分 
>1人分の 130 kcal 


の) 


材料 （4 人分） 

米（ラるちホ） . 々ッフ1 

乂棋の巧またはお巧みの青巧 . 20 8 

巧 . か々 


巧0かた 

I r 大棋の巧はみじん切口にします。 

ぶ米は研いでかろ、 r おかゆ J の水の目曲1に 
水加巧し、ぶを入れまず。 

をが巧メニューの 

を巧び、【巧巧]ボタ 
ンぞ巧しまず. 

〔かなを上がった5,お巧み 
で巧を加えて g くおだまず。 




を ■ 玄米びゅ ■ 



でき上び D 目を:巧120巧 
• 1 A » 巧 130 kcal 


作0かた 

め おずをは一巧ゆでこぼし、巧しい水で巧めに 
ゆで、あずさとゆで汁とに巧けてをましまず。 

( D を米は巧く洗い、ホのゆで汁と水を細え「を 
ホがゆ J の水位目巧1に水 
加巧しまず， 

な;ゆであずををのせ巧巧メ 
ニューの I をホびゆ I を巧び、 
mi ポタンを巧しまず。 

‘贫巧を上びつた5、お巧み 
で巧を加えて巧く混ぜまず。 


料理集 
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夕 I 巧を込み 1 

C でき上がり目巧:巧 55 巧 

ろ #1 A ^ 巧 440 kcal 


ミ 


巧料 （4 人分） 

米（ラるちザ）カッフ2 

巧を . カッフ1 A 

山ぞ . 2508 


だし汁…カップ 
しよラげ…大さじ1 
み〇ん……かさじ1 


•のり巧.. 


-少々 


作0かた 

ふホと巧交をおだておく研ざまず。 

な) r 巧づき米 J の水の目盛3に水加巧し、 
巧1時脚巧しまず。 

さ:が度メニューの I 巧き&み I を巧び 
巧用のボタンを巧しまず。 



赤 

飯 


性巧メニュ- 


■ 巧;さ込み ■ 

でき上びり目哀斯50巧 
•1 乂分巧 440 kcal 


巧料 （4 人分） 

米(うるち米）カッフ )4 
をち米……カツフ214 


ささげ" 
な . 


.50 g 

•かさじ 


作りかた 

の 米とらちがは合わせて巧ぎ、ざるに 
おげて水巧をを D まず， 

ぶささげは 一 S ゆでこぼし、巧ししがで 
巧めにゆで、ささげとゆで汁を分けて 
をましまず。 

③のに> ゆでけと水を加え、「おこわ J 
の水位目盛3に水谢巧し、谷を入れて 
かきおだまず。 

しれを のささげをのせ、巧巧メニユーの 
I かを込み I を巧び* ボタンを巧し 

ます。 

度 かを上がつたら、ほぐして器に盛りまず。 



④ A をさわせまず。 

成山ぞはが氷につけながら I 
巧巧むを、おろしがねでお 
ろし、ず D 巧でよくず0、 

A をみしづつ如えてのばし 
まず。 （ A の■はお巧みで 
加巧してくださし、。） 

管おにをごはんを盛り、⑥ 
のとろろ汁をかけ、青の0 
巧を斯5しまず， 

糸泣の■は、お巧みに巧じ 
てカップ1/4〜1の巧で助 
度して < ださい。 


ワンポイント 

>トツビングは、オクラの 
しよラゆあえや、ねざと 
わさび、 たらこ、 巧巧け， 
めなどお巧みのをのを*." 



醉 

這 I 巧き込み I 

でを上び0目を:巧52分 


ワンポイント 

•巧巧はミックスベジ 
タブルやお巧みの巧 
巧を使つてちよいで 
しぶラ a 


>1人巧約 460 kcal 


ラ 

フ 


巧巧 （4 人分） 

が（ラるち米） . カツフ2 

r ル玉ねぎ（半分に切る） . 4旧 

じゃびいち（1〇^巧切0) . 中1但 

にんじん （7 mm 巧切 0). 中本 

グリーンアスパラガス （1 cm の R さに切る） 

• 3本 

カリフラワ ー( ル屏に分ける） . 1邮 g 

ホールコーン饱括•水巧をきる）…カツフ 
—グ U ンビース巧（巧控•水巧をきる）…カツフ％ 

ヴラグ油 . 大さじ2 

チキン スーフ .200 mL 

巧•こしょラ . 少々 

作0かた 

0：) 米は研し、でから、ざるにあげて水な 
ををっておをまず。 

をフライパンでヴラダぶ大さじ1をがし、 

A をさっとけめ、おく復、こしょうを 
し、器に友けておさまず。 

ぶフライパンにヴラダ油大さじ1をなし、 

ホがずを进るまでげめまず。 

制ゆめた米にチキンスーフを加え r 白ザ（爵洗米) W の水位 
目盛2よりややをめに水加巧し、を.こしょラをしてから 
よ< おだまず* 

皮な)を上にのせ、化巧メニユー ミ レ、 

の !わき込み I を巧び、厭取 - _ — _ ，ク 

ポタンを巧しまず。 ，• ぶ/ 

发かを上がったら、 

ほぐして器に曲0まず • i I ^ 




、如いかげま巧 

卜豁バ3 

フさ巧如て 
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ワンポイント 

• をねだがは、巧みによ0巧描して < ださい。 

• 魚 か巧を巧つたおすしは、なさを姐えた C 合わだ»がを、 
ち5しずし-いなりずしはなめの 
【合むだが B 〕 ぞおずずめします。 

• るねだがは，お巧みによ DA ’ 日の 



作りかた 
の 下ごし6え 

昆巧は、ふきんでないて巧れを旧り、 

切0込みを4〜5か所入れておをまず。 

2ホ如* 

ホを研いでか5、 r 梗（すし） J の水位 
目盛3に水知巧し、昆巧をのだまず， 

獲 巧を巧けを匿を]にしてが:巧かさ分けの眉采 1 を巧び、 

欣巧]ポタンを巧しまず。 

牛が巧かける 

巧を上がつたろ、を巧を取り出し.巧台にごはんを移し、 
お巧みに合わせ、をねせが A またはをわな K 日を全体にか 
けて切るよラに忍せまず。 

ぶをまず 

おだて1巧ほどした台、ラちわであおぎ、人肌程なにぶま 
し、めれぶまんをかけておをます， 


巧巧 （4 人分） 

干ししいたけ …… m 

にんじん . 30 g 

モぴょ5 . 30 g 

f だし汁…カップ2 
巧巧……大さじ6 
しょうゆ"大さじ4 
み〇ん…大さじ3 

.お . 少々 

れんこん . 80 g 

だし汁…大さじ2 

巧 . 大さじ2 

砂巧……大さじ1 
但 . か々 


えび . 10库 

きんし玉子 . 1巧巧 

木の巧 . 10巧 

ごま . 大さじ2 

がでんぶ . 少々 

なしよラが . 少々 

滚化に r ずしゆし J のが 
巧び必要です， 


B 


作0かた 

① ずしごはんは「ずしめし J で作りまず， 

おは〔ちわだが B 〕 にします， 

、を 水でもどして石づきを取った干ししいたけ、 
にんじんはだん切りにしまず。モびょラは巧を 
みして洗し、やわらかくゆでてか6 1 cm の巧さ 
に切0まず* 

(かるを A で汁びな < なるまで巧つめまず。 

ぶれんこんは巧切0にしてが水につけてアクを 
巧き、尼くな細に通して B につけておをます。 

饭えびは巧わたを取0、巧をむいてゆでまず。 

⑥ 0) に③とごまを菊せきわだ、器になって¢4)、が 
がでんぶ、さんし玉テ、なしょラび、木のすを 
おらしまず。 


料理集 
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，型 


名 

RZ - CS 10 (1.0 L タイブ） 

RZ - CS 18 (1.8 L タイブ） 

炊 

巧 容 

B 

0.09 L (0.5 る)〜 1.0 し巧方さ） 

0.18 L (1 を)〜1.8しリ升》 

巧 


お 

巧流 100 V 

定巧周波 

巧 

50-60 HZ 巧用 

消巧 

か巧 

時 

1400 W 

1400 W 

巧力 

保温時（平均） 

35 W (おさえめ巧忍の巧ち 27 W ) 

45 W (おさえめ巧忍の巧る 35 W ) 

□ — 

ドのち 

さ 

1.0 m 

大 

巧 

25.4 cm 

28.9 cm 

を 

巧 

巧 

35.2 cm 

39.3 cm 

さ 

巧 

さ 

18.7 cm 

21.0 cm 


■ (重さ》 

約丈 8 kg 

約 4.6 kg 


をな沮時(ザ巧)の巧力は、巧定時1時閱友た0のな巧满 R 巧力です.（を进20での«合） 
みけののが想での1時晒ちた0のお賛巧力は灼 0.8 W でず。 


巧証と7 フターブー ビス (化ずお誘み <だをい) 


■保誌客（裏表紙） 

なな*は、必ず r お货い上げ曰•巧売店名 J などの妃 
入をお巧かめのラえ、販売店から受け取っていただ 
さ内容をよ<お病みのあと大切に保をしてください。 
• 保疆期間はお巧い上げの曰か61年でず， 


■修理を巧巧されるときは r 持込備 

「こんなとをは J (16^ —ジ）を巧べていただき、な 
お巧巧のあるとさは、スイッチを切 D コンセントか 
5フラグを巧を、お巧い上げの巧巧店に修理をご巧 
巧 < ださい。 


■補修用性能部品の保有期間 

田团ジャー炊旗器の補修用な能部品の保有期間は巧 
造む切りを目巧です， 

♦巧な巧性能部品とは、その商品の樣能を難持ずる 
ために必巧な部晶でず。 

■ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

格巧に巧ずるご巧踐並びにご不明な点は、お再い上 
げのお巧店または巧るりの日な巧巧品のお客なご換 
な□一巧巧の窓 CKSS ページ)にお巧いさわせ < だ 
さい。 

■ご乾居されるときは 

ごお居によ D 、 お巧い上げの版巧店のアフターヴー 
ビスを受けられな<なるなさは、前をつて販壳店に 
ご巧がください。ご巧居先での曰なのま巧品取の店 
を巧介させていただをまず。 


♦保認期間中は 

倦理に巧しましては、保な«をご提示ください。 
保な書の規定に従って版売店がお理さはていただを 
まず。 

• 保認期間び過ざているとさは 
修理ずれば使巧でさる巧合には、ご拓空によ D お S 
させていただをまず。 

■修理料金の仕組み 

修理料を=巧術料牛部品代 


技術お 

が巧した投品を正巧に俊涅ずるための巧をで 
す。巧巧をの人件巧、巧の巧ち巧、測定巧器 
巧投巧巧、一报皆巧巧譯がままれています。 

部品代 

巧理に使用した部远化をでず。その化お理にな 
巧ずる部が巧をさむ巧さをを0まず r 


愛情点検 


及年ご巧用の HIT] ジャー巧店器の点巧を/ •跑ジ巧》胜の !•《 用な化巧な<功が!期田は、 wa 打切 0 没 6^ す. 

の 


こんなを巧はあ0まだんか 


ぉ願ぃ 


•フラグやコードびにが <なる。 

♦コードに«びついていた0、ふれると a « したウしなかった0する。 
♦こげくさレにおいびする。 

♦巧度中巧巧のフアンび国っていない。 

•その他の巧な-巧»び友る C 

► 

勘8や事ぶ防止のため、スイッチを 
切0コンセントかさフラグを巧を 
巧巧店にご連巧< ださい。ホ巧， 

度巧についての«用などなしいこ 
とは g 巧店にご巧防ください。 


#日立ホーム&ライフソリューション株式会な 
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テ 105-8410 巧京況巧区西巧巧 2-15-1 呂巧な 03(3502)2 り1 


曰立家電品のお客様ご相談窓口一覧表 

(巧お S1 巧 W 品のる示に助ずる公正化を規巧による巧示) 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、巧居されたり、贈物でいただいたちのの修理などで、ご不明ななは下記窓□にご相談ください。 


修理などアフターヴービスに 
関するご相談は 
TEL 0120 -3121-68 
FAX 0120 -3121— 目7 


商品情報やお取り扱いに 
ついてのご相談は 

TEL 0120-3121-11 
FAX 0120-3121-34 


一 般 ご 相談窓 口 ホ巧品じついてのごを見やご爱巧はを地区のお客様相談 センター へ 


担当巧化 

巧お巧号 

巧を化 

化•海迸化区 

01 1-833—5088 

♦し供ホ白石区巧ネしな2を4一 1一10 

巧化化区 

022-232-5088 

仙を巿をが巧区巧巧 1—1—45 

阳巧-甲はな地区 

03-3834-8588 

台東区巧上野 2 — 7 — 5 < 曰なま巧上巧ビル） 

中部地区 

052-795-5088 

を古运巿ず山区巧ず巧59 <日立ま巧巧ず山ビル） 

閒西地区 

0 7 8-4 3 1 -5 0 8 8 

轉戸巿巧巧区甲巧巧1 —3 — 8 

中国地区 

082-231-5088 

にちホ西区巧を新巧1 一 7— 17 

四国地区 

0 8 7 7-4 7-1 0 8 8 

巧化巿林田巧 4 2 8 5- 1 4 3 

九州-沖巧地区 

092-281-5088 

巧巧ホ巧夕区店屋巧7—18 (巧夕巧辺ビル） 


参ご巧«巧□のをお.用な地等 (1 狂，じなることダホりますのでご了ホ<ださい。 一03 A - 
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曰立 IIH ジャー炊飯器保証書匯哥颈1 


化盐期叫 i 内に取巧ぶ剛化、本作ラベル緯の化な1|巧きじしたがって化巧な化リけた態で化 W していて 
め隙した場なには、本がが化内’なにもとづきわけい卜.げの化‘ぶががち巧お巧!いたします。 

お m 、 上げの H から下がの削 iiy 内にか略した巧なは、商,；ると木巧をお持ちいただき、お U い上げ 
の化ぶ化【こお巧をご化!酌ください。なお、がん，,をおけい上げの化ぶ化（お巧中川化）や メーカ ー A . 
をがしたみなのぶ钓巧はおおがのむ巧となります。 




型 

ぉ 


《おない上げ H 

保な期間 

平:化 が n II 

本が：1年 

お 

が 

が 

ご化,巧 
ご义:お 

が 

巧 

響 

化が 

，おお 

Ui 巧 


※が欄にお人のない端むはお幼となりますから必ずごが班ください。 

し化が蝴削内でもホのようなかなじはか m ' が R となり ます。 

(イ）化け 1-1- の巧り、または改造やず当な修巧によるお防またはがりな C 
(口）おけい上げ後の巧ド、引っ巧し、おをずによるお隙またはがりお。 

(ハ）火災、 JT 诞、水が、巧ボ、その他の天災地を、公がや巧常が也じよる化巧またはが化。 

(二 y が神、 おがじとう化して付 iW された巧なじホ-じため隙またはが H な： 

(ホ）策巧用に化リ!されて化じた化降またはが化。 

(へ）本巧のご化ホがない巧た。 

(卜）本; If におない I •.げ年: HH 、 わながお、化ぶがわの把人のない媒な、あるいはザ句をかきが 
えられた巧な。 

2. この巧が,じついてリ!化お巧をごみ巧の巧なじは、山•脱こも(するおがを中しかナます。 

3. ご化 W のみなは恥巧におけい I •.げの败前かこごががください C 

‘I .的巧な巧で本がじが入してあるわない上げの化宛巧に化巧をご化がじなれない踢なには化巧な明巧の 
23ぺージの U 化《おが,ご相なを n •むおをごをのうえ、おぶくのを n にごががください。 

5. 本がはがを巧いたしませんのでおたしないよう火かに化がしてください。 

6. 本ぶは II 本间内【こおいてのみれ幼です。 Effective only in Japan. 

♦このが化巧はみ巧に刚承した朔 I 叫、るかのもとにおいて無巧化巧をお約おするものです。 
したがってこの化占。巧じよっておをがの化が上のが利を刺限するものではありませんので、が 
"'正朋脚が逊後の化巧等じっいてごす明の巧なは、おけい J - げの化ぶ化またはがけ及ぶ剛巧ののぺ 
ージの日义ぶ'がおご相がを【]一をおのを U にお|!!1いをわせください。 

化盐脚問がぶをの化巧し袖做打化化術品のおが期リリについでがしくは、化热 I お明かをごをください。 


修理メモ 


0日立ホーム&ライフソリューション株式会社 

于 105— 8410巧巧都港区西巧巧 2-15— じ mm (03)3502-2111 
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